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  財形預金規定集 

  財産形成期日指定定期預金規定 

   改 正 後 現  行 

  財産形成期日指定定期預金（以下、「この預金」という。）は、次の規定に

より取扱います。  

１．この規定の取引における契約の成立  

当行は、預金者からこの規定の取引に係る、当行所定の申込書の提出を

受け、これを承諾したときは、当該取引に係る契約が成立したものとしま

す。 

１の２．預入れの方法等 

  （省 略） 

５．利息 

  （省 略） 

 (5) 債権保全の必要があるとき、その他当行が満期日前の解約を拒絶すべ

き事由があると認めたときは、この預金は満期日前に解約できません。 

 (5)の２ 当行が預金者からの解約請求に応じる場合、当行が債権回収のた

めにこの預金を解約する場合、反社会的勢力の排除に係る条項により解

約する場合など、この預金を満期日前に解約する場合には、その利息は、

預入日から解約日の前日までの日数について次の預入期間に応じた利

率（小数点第４位以下は切捨てます。）によって計算し、この預金とと

もに支払います。 

  （省 略） 

７．届出事項の変更、契約の証の再発行等 

 (1) 契約の証や印章を失ったとき、または、印章、氏名、住所その他の届 

  出事項に変更があったときは、直ちに書面によって当店に届出てくださ 

  い。この届出の前に、届出を行わなかったことにより生じた損害につい 

  ては、当行は責任を負いません。 

  （省 略） 

 

８．成年後見人等の届け出 

 (1) 家庭裁判所の審判により、補助・保佐・後見が開始された場合には、

直ちに成年後見人等の氏名その他必要な事項を書面によってお届けく

ださい。また、預金者の補助人・保佐人・後見人について、家庭裁判所

の審判により、補助・保佐・後見が開始されたときも、同様に当店に届

  財産形成期日指定定期預金（以下、「この預金」という。）は、次の規定に

より取扱います。  

１．預入れの方法等 

（省 略） 

 

 

 

 

５．利息 

  （省 略） 

 (5) 当行がこの預金を満期日前に解約する場合には、その利息は、預入日

から解約日の前日までの日数について次の預入期間に応じた利率（小数

点第４位以下は切捨てます。）によって計算し、この預金とともに支払い

ます。 

  （省 略） 

 

 

 

 

７．届出事項の変更、契約の証の再発行等 

 (1) 契約の証や印章を失ったとき、または、印章、氏名、住所その他の届 

  出事項に変更があったときは、直ちに書面によって当店に届出てくださ 

  い。この届出の前に生じた損害については、当行は責任を負いません。 

  （省 略） 

 

 

８．成年後見人等の届け出 

 (1) 家庭裁判所の審判により、補助・保佐・後見が開始された場合には、

直ちに成年後見人等の氏名その他必要な事項を書面によってお届けくだ

さい。 

 (2) 家庭裁判所の審判により、任意後見監督人の選任がされた場合には、
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け出てください。 

 (2) 家庭裁判所の審判により、任意後見監督人の選任がされた場合には、

直ちに任意後見人の氏名その他必要な事項を書面によってお届けくだ

さい。 

 (3) すでに補助・保佐・後見開始の審判を受けている場合、または任意後

見監督人の選任がされている場合にも、前二項と同様にお届けくださ

い。 

 (4) 前三項の届出事項に取消または変更等が生じた場合にも同様にお届

けください。 

 (5) 前四項の届け出の前に、届出を行わなかったことにより生じた損害に

ついては、当行は責任を負いません。 

９．印鑑照合 

払戻請求書、諸届その他の書類に使用された印影を届出の印鑑と相当の

注意をもって照合し、相違ないものと認めたほか、払戻請求者が預金払戻

しの権限を有しないと判断される特段の事情がないと当行が過失なく判

断して行った払戻しは有効な払戻しとします。 

  （以 下 省 略） 

直ちに任意後見人の氏名その他必要な事項を書面によってお届けくださ

い。 

 (3) すでに補助・保佐・後見開始の審判を受けている場合、または任意後

見監督人の選任がされている場合にも、前２項と同様にお届けください。 

 (4) 前３項の届出事項に取消または変更等が生じた場合にも同様にお届け

ください。 

 (5) 前４項の届け出の前に生じた損害については、当行は責任を負いませ

ん。 

 

 

 

９．印鑑照合 

  払戻請求書、諸届その他の書類に使用された印影を届出の印鑑と相当の 

 注意をもって照合し、相違ないものと認めて取扱いましたうえは、それら 

 の書類につき偽造、変造その他の事故があってもそのために生じた損害に 

 ついては、当行は責任を負いません。 

 （以 下 省 略） 

 

   

  


